
墨田区災害廃棄物処理計画【概要版】（令和２年６月）
（1）被害想定の前提

首都直下型東京湾北部地震、マグニチュード7.3、冬の18時、風速8m/s
（2）主な被害想定

（3）被害想定に基づく災害廃棄物の量

１「墨田区災害廃棄物処理計画」（以下「処理計画」という。）の目的

区民の生活環境の保全、公衆衛生を確保 大規模自然災害に伴い発生した災害廃棄物
を、迅速かつ適正に処理

より具体的かつ実効性ある災害廃棄物
処理体制を構築

 平常時からあらかじめ災害廃棄物処理に
おける課題を抽出

円滑な相互連携の実現 区、清掃一組、都、事業者等の役割を明確化

（参考）計画策定の経緯

２ 処理計画の位置付け

 近年、激甚化している豪雨災害をはじめ、東日本大震災以降も自然災害が頻発している。これ
らの災害で発生する災害廃棄物が、生活環境や後の復旧・復興に与える影響が甚大なため、事
前対策の必要性が指摘される中、本区においても的確な対応をしていく必要がある。

 都の災害廃棄物処理計画や特別区の災害廃棄物処理対策ガイドラインを踏まえつつ、国が定め
る災害廃棄物対策指針などの各種の法令、計画等との整合を図りながら策定する。各種計画等
との相関関係は下図のとおりである。なお、災害が発生した場合には、処理計画を基にして、
墨田区災害廃棄物処理実施計画を作成することになる。

３ 処理計画で対象とする災害と災害廃棄物

地震災害及び水害、その他全ての自然災害 対象とする災害
「災害によって発生した」廃棄物及び被災者・避難者の通常の生
活によって生じる廃棄物 対象とする災害廃棄物

４ 想定される災害廃棄物の量
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５ 発災後の対応について 発災後の対応（全体概要）

初動体制の構築と被害状況把握

職員参集体制を基に対応

地区集積所の設置・運営

被害状況に応じて設置

道路啓開の実施

防災計画、職員災害対策マニュ
アルに基づく対応

一次仮置場の設置・運営

被害状況に応じて、候補地の中
から決定、設置

公費解体範囲の決定

発災状況に応じて示される国の
方針に基づき決定
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特別区災害廃棄物処理対策本部との連携
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